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第１学年 数学科学習指導案 

日 時：令和○年○月○日（○）○校時 

学 級：第１学年○組 ○名      

場 所：１年○組教室         

授業者：〇〇 〇〇          

          

 

１ 単元名 

４章 変化と対応（啓林館 未来へ広がる数学１） 
  

２ 単元目標【育成を目指す資質・能力】 

・具体的な事象の中にある伴って変わる二つの数量に着目し、関数関係を見いだすことができる。 
                                （数学的な見方や考え方） 
・関数関係の意味を理解することができる。（数量や図形などについての知識・理解） 
・比例、反比例の意味を理解することができる。（数量や図形などについての知識・理解） 
・座標の意味を理解することができる。（数量や図形などについての知識・理解） 
・比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解することができる。 

（数学的な技能） 
・比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え説明することができる。（数学的な技能） 
 

３ 単元について 

（１） 生徒の実態 

小学校では、比例・反比例については身近な事象を例に、伴って変わる二つの数量関係を学ん

でいる。中学校では、二つの数量を取り出し、変数 x、y を用いて、y が x の関数であることを押

さえた上で比例・反比例について学んでいくことになる。 
文章問題における数量やその関係を見つけたり、式に表したりすることに苦手意識をもってい

る生徒が多い。しかし、ペアやグループで考え方を共有するなどの対話的な活動においては積極

的な生徒が多い。本単元においても対話的活動を取り入れていくことで生徒一人ひとりの理解が

深まるように指導していきたい。 
 具体的事象から二つの数量関係を取り出し、それらの変化や対応を調べるために、表、式、グ

ラフを用いることで比例や反比例の関係について理解を深め、また、関数関係の表現や考察する

力を養うために、小学校からの継続性を意識させ、考えの共有場面を設定することで目標に迫る

ようにしたい。 
 

（２） 教材について 

 小学校の教科書では、第４学年から第６学年にかけて、数量の関係を□や△や文字を使って式

に表し、それらに数を当てはめて調べたり、変化の様子を折れ線グラフで表して特徴を読み取っ

たり、比例や反比例の関係を理解し、これを用いて問題解決する場面が設定されている。 
 中学校においては、第１学年では、これらの学習の上に立って、具体的な事象の中から伴って

変わる二つの数量を取り出して、その変化や対応の仕方に着目し、関数関係の意味を理解できる

ように教材が設定されている。また、負の数への拡張や関数の概念を基にして、小学校算数科で

学習した比例、反比例を関数として捉え直す必要がある。 
 日常的な事象の中には、厳密には比例や反比例ではないが、比例、反比例とみなせるものがあ

る。また、二つの数量関係を比例、反比例とみなすことで変化や対応の様子を予測できることを

理解するとともに、その際に生じる誤差についても理解する必要がある。そこで、具体的な事象

を扱う際には変数の変域にも着目させながら事象を捉え説明できるように教材を工夫して指導し

ていきたい。 
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（３） 指導について 

 比例・反比例をはじめとする関数では、二つの数量の関係を式、表、グラフを用いて表現した

り、説明したりする。このため、次の事柄について留意して指導する。 
① 関数の意味、比例や比例定数の意味、座標の意味などを理解すること。 
② 二つの数量関係を式、表、グラフに表すことで、比例や反比例の関係であることを判断し、

その特徴を根拠として問題解決を図ること。 
 また、比例のグラフは原点を通る直線なのに対し、反比例では双曲線となるなど大きな違いが

ありつつも、表やグラフの見方や考え方は共通している部分が多い。そうした共通した部分を利

用しながら比例と反比例を比較して、その特徴の違いなどを理解させるように指導する。 
 さらに、本単元は二年生の一次関数の学習に繋がるため、理解が深まるよう指導していきたい。 
 

（４） 「読み解く力」に関わる目指す生徒の姿とその育成のための手立て 

「文章や図、グラフから読み解き理解する力」について、本校生徒には、数直線や表から数量 
の関係を読み取ったり、文章問題で使われている言葉と操作を正しく結び付けたりすることに課 
題がみられる。 

「他者とのやりとりから読み解き理解する力」について、対話的な活動には積極的に取り組む

ものの、自分の考えをただ発信することにとどまり、他者の考えを受け止めることで自分の考え

を整理したり、新たな発見に結び付けたりする力が十分身に付いていない面もある。 
本単元では、文章を読んで表を作ったり、式を立てたり、グラフをかいたりする場面を多く設

定している。これらの学習活動を通して、文章や図、グラフから正確に情報を読み取り、説明で

きる力が育成されるよう重点的に指導したい。 
また、自分の読み取った情報が適切であるかどうかを判断するために、ペアやグループで考え

を交流する活動を設定し、他者の考えに触れることで、自分の考えを整理したりまとめたり、新

たな課題に向けた見通しをもつことができるように指導したいと考える。 
 

４ 単元の評価規準 

 

５ 単元の指導と評価の計画（全１７時間、本時１０／１７） 
次 時 主な学習活動 指導上の留意点 評価規準 
一 
 
関
数 

２ ・具体的な事象を例に挙げて、伴って
変わる二つの数について考える。 
・関数の意味に触れ、理解する。 
・関数の変化の様子を、表やグラフを
使って表現する。 
・変域を理解し、それを数直線を使っ
て表す。 

・具体物や ICT を活用して、伴
って変わる二つの数量の存在に
気付くことができるようにす
る。 
・厳密には比例ではないが、比
例とみなすことができることを
理解できるようにする。 
 

・変数や関数の意味を理解す
ることができる。（知） 

・関数の様子を表を用いて調
べることができる。（技） 

・変域の意味を理解し、数直線
で表現することができる。
（技） 

二 
 
 

２ ・具体的な事象の中にある二つの数
量関係から、比例の関係を見いだす。 
・負の数の領域まで拡張する。 

・表の値をもとに、x と y を用
いて式に表す。 
・表や式を比較しながら調べさ

・比例定数の意味と比例の性
質を理解することができ
る。（知） 

数学への 
関心・意欲・態度 

数学的な見方や考え方 数学的な技能 
数量や図形などについて

の知識・理解 

様々な事象を比例、反比例な

どで捉えたり、表、式、グラフ

などで表したりするなど、数

学的に考え表現することに関

心をもち、意欲的に数学を問

題の解決に活用して考えたり

判断したりしようとしてい

る。 

比例、反比例などについて

の基礎的・基本的な知識及

び技能を活用しながら、事

象を見通しをもって論理的

に考察し表現したり、その

過程を振り返って考えを深

めたりするなど、数学的な

見方や考え方を身に付けて

いる。 

比例、反比例などの関数関係

を、表、式、グラフなどを用

いて的確に表現したり、数学

的に処理したりするなど、技

能を身に付けている。 

関数関係の意味、比例や反

比例の意味、比例や反比例

の関係を表す表、式、グラ

フの特徴などを理解し、知

識を身に付けている。 
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比 
例 

・表を使って数量の変化を調べ、y を
x の式で表す。 
・与えられた条件から比例定数を求
める。 

せ、比例の特徴を理解できるよ
うにする。 

・与えられた条件から比例の
関係を見いだし、それを式
に表すことができる。（技） 

・座標の意味を理解し、座標平
面上に表すことができる。
（技） 

・比例のグラフの意味やその
特徴を理解することができ
る。（知） 

・座標平面上に比例のグラフ
を表したり、変域のある場
合のグラフを表したりする
ことができる。（技） 

２ ・座標の意味を理解する。 
・座標を座標平面上に表したり、座標
平面上の点から座標を読み取った
りする。 

・二つの数の組であることを押
さえる。 

３ ・座標の内容から、線が点の集合体で
あることを知る。 

・２点を取ってグラフをかく。 
・比例定数に着目しながらグラフの
特徴を整理する。 

・変域がある場合のグラフをかく。 

・点と線の関係を理解できるよ
うにする。 
・グラフが原点を通ること、グ
ラフが直線になること、グラフ
での変域の表し方を押さえる。 

１ 
本
時 

・比例の特徴をもとに、グラフや式を
活用し、具体的な場面の問題解決を
図る。 

・グラフや式を活用して、比例
の特徴に基づいた根拠を明らか
にして説明できるよう指導す
る。 

・比例の特徴を捉え、自分な 
りに説明することができ

る。 
（考） 

・比例の関係を表、式、グラフ
を用いて表現したり、処理
したりすることができる
（技） 

三 
 
反
比
例 
 
 
 
 
 
 
 

２ ・座標をもとにグラフに表すことを
考える。 

・比例定数の異なるグラフ、表、式を
比較し、反比例の特徴を整理する。 

 

・具体的な事象と反比例の関係
を関連付けるため、教材の工夫
をする。 
・比例の関係と比較し、その違
いにも着目させ指導する。 

・反比例の関係を式に表すこ
とができる。（技） 

・比例定数の意味や反比例の
特徴を理解することができ
る。（知） 

・与えられた条件から比例定
数を求め、反比例の式に表
すことができる。（技） 

・反比例のグラフの意味や特
徴を理解し、座標平面上に
表すことができる。（技） 

２ ・表の値から座標平面上に座標をと
る。 

・座標をもとにグラフをかく。 

・表をもとに、座標をとり、比例
の時と同様に変化の様子を確認
するとともに、複数のグラフ、
表、式を比較する場面を設定す
る。 
・グラフが原点を通らない双曲
線となることを押さえる。 

四 
 
比

例

・

反

比

例

の

利

用 

３ ・身近な問題について、比例や反比例
の関係を見いだし、表、式、グラフを
活用して、解決を図る。 
 

・比例や反比例の関係に気付く
ために、具体物を用いてイメー
ジをもてるようにしたり、表を
使って数量の変化を調べるこ
とができるようにする。 
 

・比例や反比例の特徴を見出
し、具体的な場面における
問題について、表、式、グラ
フを用いて解決することが
できる。（考） 

 

     ※「読み解く力」に関わる留意点や評価規準については、Ａは下線、Ｂは波線で示す。 

 

 

６ 本時の目標 
具体的な事象について比例の考え方を利用して問題解決を図ることができる。 

 
７ 本時の評価規準 

・比例の特徴を捉え、自分なりに説明することができる。（数学的な見方や考え方） 
・比例の関係を表、式、グラフを用いて表現したり、処理したりすることができる。 

（数学的な技能） 
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８ 本時の展開（本時１０／１７時間） 

 生徒の学習活動 
指導の留意点 

評価規準 
T1 T2 

導 

入 

〇本時のねらいを知る。 

 
○グラフから情報を読み取る。 

・A さんの方がスピードが速い。 

・目盛りが無いから見にくい。など 

 

 

 

・本時が比例のまとめ

であることを伝える。 

・気付きに対してグラ

フのどこから判断して

いるのかを明らかにで

きるようにする。 

 

 
・理解できていない生

徒の支援をする。 

 

展

開 

○問題１について考える。 

 

 

 

 
○本時の課題を確認する。 

 

 

 

○必要な情報について考える。 

・時間と距離の数値が必要だ。 

・A さん B さんの速さが知りたい。など 

○課題解決に取り組む（まずは個人で行う） 

・グラフから読み取って考える。 

・式に表して考えよう。など 

 

 

 

 

○A さんと B さんのグラフについて、考え

方や解決方法をまとめる。 

・グラフは変化が見やすい。 

・グラフでは読み取れない部分もある。 

・式は値を代入するだけで求めたい答え 

がわかる。など 

 

 

 

 
〇問題２について考える。 

 

 

 

 

 

 

〇本時の課題につなが

るように生徒の意見を

引き出す。 

 

 
・課題を提示する。 

 
・課題を提示する。 

 

・必要な情報を考える

ように指示する。 

 

・机間指導の中で、生徒

のつまずきによってグ

ラフに着目できるよう

に指示する。 

・自力解決の後ペアで

の交流につなげる。 

 

・グラフや式は、それ単

体では読み取れる内容

に限りがあるが、併用

することで多くの情報

が読み取れることを伝

える。 

・生徒から出た考えを

板書し、本時の課題に

対するまとめをする。 

 
・C さんの状況をグラ

フ・式と関連付けて考

えるように指示する。 

 

・C さんが西向きに進

んでいることに着目

し、比例定数が負の数

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・机間指導を通して生

徒の考え方や解決方法

を見取る。 

・つまずきの見られる

生徒にグラフからわか

ることを振り返ること

や、グラフから表に表

してみるなどの支援を

する。 

 

・生徒一人ひとりのま

とめ方を把握し T1 と

連携をとる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・つまずいている生徒

の支援をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□比例の特徴を捉え、

自分なりに説明する

ことができる。（考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分後に、二人がどのくらい離れているかを調べるには、どうすればよいか考えよう。 

問題１．出発してから５分後の A さん

と B さんの離れている距離を求めなさ

い。 

(1) C さんのグラフはどんなグラフに

なるか考えてみよう。 

(2)５分後の C さんと A さんの距離が

どのくらい離れているか、距離を求め

なさい。 
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であることに気付くこ

とができるようにす

る。 

・つまずいてる生徒に

は、問題１でのまとめ

を確認するよう指示す

る。 

 □比例・反比例の関係

を表、式、グラフを用

いて表現したり、処理

したりすることがで

きる。（技） 

 

ま

と

め 

○今日の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

〇振り返りを発表する。 

・比例について考えが

整理されたり、理解が

深まったこと、新たに

分かったことなどにつ

いて振り返るように指

示する。 

・机間指導で一人ひと

りの本時の理解が深ま

ったかを把握する。 

 

※「読み解く力」に関わる留意点や評価規準については、Ａは下線、Ｂは波線で示す。 

 

９ 授業参観の視点 
 ①本時の学習に向けて目的意識をもつことができているか。 
 ②課題解決に向けて、グラフなどから必要な情報を読み取ることができているか。 
 ③自分の考えを整理するために、他者とのやりとりから共通点や相違点を捉えることができてい 

るか。 
 ④本時を通して、比例について考えを確かにすることができているか。 
 


